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	記
	１　平成２７年１１月８日・９日、国と愛媛県は、原発周辺地域で、伊方原発での重大事故を想定して「原子力総合防災訓練」を実施した。
	２　このような住民の不安の声の背景には、佐田岬半島の特異な地形と、伊方原発の立地の関係がある。
	３　また、伊方町は町内全地区別の避難計画づくりを始めている。その中では、避難については、自家用車の「乗り合わせ」とともに、県の手配によるバス避難が検討されており、愛媛県は県バス協会との間で「災害時の人員等の輸送に関する協定」を締結している。

